
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2024 年 3 月 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 

〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 

TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  

E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： https://tsuzuki-myplaza.net 

第 190 号  

２月の入館者数: 1,615 人 （2007 年 12 月 10 日～20２4 年 2 月 29 日までの累積総入館者数: 393,000 人) 

２月 14 日（水）に横浜市役所 1 階アトリウムで、ホツィレエネ・モラケ駐日ボツワナ共和国大使、山中竹春

横浜市長、日本通運（株）の金森執行役員、佐々田都筑区長、茅ケ崎小学校３年生児童、その他関係者が一堂に

会し、都筑・ボツワナ交流児童画展 10 周年記念式典を行いました。 

交流の懸け橋となった日本通運（株）の金森執行役員からは、コロナ禍ですべてが止まる中、輸送ルート確保

に奔走した話など、絵に込められた児童の思いを無事に送り届ける使命感についてのお話がありました。 

また、館長は「これは未来への投資であり、アフリカを知る機会にしたかった。」と企画時の思いを語りました。 

   

開館日時変更のお知らせ 

開館時間： 平日 10:00～20:00 

休 館 日 ： 

   土日祝日 10:00～18:00 

第３月曜日（祝日の場合は翌日） 

年末年始 12 月 28 日～1 月 4 日 

2024 年 4 月 1 日から平日の開館時間及び休館日が変更になります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                

 

 

 

編 集 後 記 つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                 
開館時間 平 日：午前１０時～午後 9 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 

～情報を伝える難しさを実感～ 

2 月 4 日（日）川和東小学校地域防災拠点で防災訓

練が行われ、区内で日本語を学ぶ外国人とボランティア

計２5 名が参加しました。能登半島沖地震の影響もあり 

避難場所での、一人分の 

スペースを確認する参加者。 

２月４日（日）仲町台地区センターで日本人や外国人の

ボランティアが 5 カ国語で、「はらぺこあおむし」の絵本

の読み聞かせをし、大好評でした。絵本は子どもだけのも

のではありません！今後もまた大人も楽しめる「多言語お

はなし会」を開催したいと思っています。 

1 月 29 日（水）川和小学校 5 年生が授業で、英語を使って交流しました。参加者は自分の国を紹介し、児童は

英語で日本文化を紹介しました。最初は緊張していた児童も会話やゲームを一緒に楽しみ、多様な文化や人と出会え

たことをとても喜んでいました。参加者たちも、地域のために貢献できたことに喜びややりがいを感じていました。 

 

 

 

 

What kind of 
osechi  

do you like? 

I enjoyed spending 
time with you！ 

Do you 
remember my 

name? 

外国人はこの訓練にとても関心を寄せていました。訓練

後、参加者から「防災訓練に参加できたことは良かった

が、言葉の壁を痛感した」との声がありました。防災訓

練での気づきは、情報を伝える難しさです。「やさしい日

本語」を活用するなど、取り組みが必要だと感じまし

た。今回の訓練のおかげで、ひとつ課題が見えてきまし

た。今後につなげます。 

梅の花が散り実がつき始める頃に、桜

が咲き始めます。出会いや別れ、様々

な思いをするこの季節。みなさんの未

来が、素敵になりますように！     

(M.T & F.W) 

 

「聞きなれない言葉はリズムに
聞こえ不思議な感覚だった」 


